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研究成果の概要（和文）：異文化主義(interculturalism)および異文化パフォーマンスに関する
問題点を重点的に検討し、異文化パフォーマンスの実地調査、国内外の関連学会への参加と
研究者との意見交換、インターネットを含めた情報収集、映像資料分析、文献調査、国内外
で発表された論文および口頭発表をとおして、相互理解促進に資する上演のヒントを見出す
と同時に、今後のシェイクスピア演劇の異文化パフォーマンスのあり方に有意義な提言を行
なうことができた。 
 
研究成果の概要（英文）： While examining selected intercultural performances of 
Shakespeare’s plays in Japan and abroad, I actively took part in international 
Shakespeare conferences and explored the intercultural performances of Shakespeare's 
plays that would contribute to promoting intercultural understanding. I was able to find 
suitable performances and make effective suggestions for the intercultural performance 
of Shakespeare's plays. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、科学研究費補助金（基盤研究
（Ｃ）（平成 16 年度―18 年度）「シェイクス
ピア演劇における異文化コンフリクト理解
のための分析モデル構築」の発展を目指して
始まった。 
 
（１）国内・国外の研究動向及び位置づけ 
 日本シェイクスピア協会会長・楠明子氏が
平成 18 年 8 月に連合王国で開催された第 32
回 International Shakespeare Conference
に関して、「恐らく協会史上初めてと思われ
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るが、現代におけるシェイクスピア劇の上演
を媒介とした異文化コミュニケーションの
問題を扱うセミナーが設けられた」と報告し
て い る よ う に 、 (Shakespeare News, 
September 2006, Vol.46, No.1, p.2)に、私
が平成 15 年度に科研研究「シェイクスピア
演劇における異文化コンフリクト理解のた
めの分析モデル構築」（平成 16－18年度）を
申請した年からの数年間で大きな変化が観
察された。平成 18年 7 月開催の第８回 World 
Shakespeare Congress(5 年毎に開催、2006
年開催地はオーストラリア）の多数のセミナ
ーや研究発表でも“intercultural”という
用語が何度も言及されていた。 
さらに、平成 18 年 10 月開催の第 45 回日
本シェイクスピア学会で私がコーディネイ
ターを務めたセミナー「シェイクスピアと異
文化プロダクション」（使用言語：英語）に
は多数の参加者を得られただけでなく、シン
ガポール国立大学助教授で異文化演劇の研
究者である Li Lan Yong 博士が海外から参加
を申し込まれたし、日本シェイクスピア学会
がゲスト・スピーカーとして招聘したイギリ
ス の シ ェ イ ク ス ピ ア研 究 所 所 長 Kate 
McLuskie 博士も当該分野に深い関心を示さ
れ、国内・国外ともにシェイクスピア演劇の
異文化パフォーマンスの研究を推進する機
が熟したと言えた。 
 
（２）着想にいたった経緯（従来の研究成果
をふまえ） 
シェイクスピア研究者の中に異文化コミ
ュニケーションへの関心の高まりが見られ
るようになったとはいえ、まだ決して十分な
ものではない。また、異文化パフォーマンス
に関心を示しても、現時点では、相互理解促
進に関しては無関心か懐疑的姿勢を示す傾
向がある。多くのシェイクスピア研究者は 
シェイクスピアの作品をローカルにどう上
演するかに注目している。しかし、本研究で
は、どれほど困難でも、世界の人々の共生の
ためには、相互理解促進が最重要だと考える
ので、これをモデルとして探究することを目
指した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は平成 16-18 年度の科研研究「シェ
イクピア演劇における異文化コンフリクト
理解のための分析モデル構築」を発展させた
ものである。平成 16-18年度は異文化コンフ
リクトを重点的に追究したが、本研究では異
文化コンフリクトを乗り越える「異文化理
解」に重点を置く。 
本研究では、演劇・パフォーマンス理論と
異文化コミュニケーション理論を接合する。
多くの演劇研究者の関心は、目標の文化
（target culture）に自文化を伝え理解しら
もうことに集中し、異文化コミュニケーショ
ンでは最重要概念である相互理解に関する
認識は十分ではない。したがって、世界各地
で最も多様な方法で異文化パフォーマンス
が行われているシェイクスピア演劇を対象
として、異なる文化間の相互理解の促進とし
う観点から上演を分析し、この観点からひと
つのモデルを提示することを目指した。 
 
研究期間内の具体的目的 
［ 平 成 19 年 度 ］ 異 文 化 主 義 （ inter- 
culturalism）及び異文化パフォーマンスに関
する定義論争が続いている。１年目は、まず、
この問題を重点的に整理・再検討し、文献調
査により国内・国外の上演を参考としながら、
相互理解を重視した異文化パフォーマンス
の特色、可能性、潜在的限界などを分析する。
次に、シンガポール及び連合王国に出張し、
シェイクスピア演劇の最新の異文化パフォ
ーマンスを実地調査し、最新の動向の一端を
分析し、相互理解に資するシェイクスピア演
劇の異文化パフォーマンスのモデルを模索
する。１年目の成果を英語論文の形で発表す
る。 
 
［平成20年度］2年目は、国際シェイクスピア
学会で研究発表を行い成果を問うとともに、
海外研究者との関係を強化する。特にヨーロ
ッパ及びアジアの研究者とのネットワークを
維持発展させる。こうした知的・人間的関係
を基盤として、世界の上演に関する多数の貴
重な情報を入手して、本研究を補強・充実さ
せる。さらに、相互理解促進に資するシェイ
クスピア演劇と異文化パフォーマンスの理論
的・実践的検討を推進する。 
 
［平成21年度］3年目は、引き続き国際シェイ
クスピア学会で研究発表を行い成果を問うと
ともに、特にヨーロッパ及びアジアの研究者
とのネットワークを維持発展させる。３年間
の総括を行い、相互理解促進に資する上演の
ヒントを見出すと同時に、今後のシェイクス
ピア演劇の異文化パフォーマンスのあり方
に有意義な提言を行なう。 
 
３．研究の方法 
 主要な方法は、国内外のシェイクスピア演
劇の異文化パフォーマンスの実地調査、国内
外の関連学会への参加と研究者との意見交
換、インターネットを含めた情報収集、映像
資料分析、文献調査である。 
 
４．研究成果 
（１）平成 19年度の研究成果 
世界各地のシェイクスピア演劇の上演を相
互理解促進に資する異文化パフォーマンスの
  
視点から重点的に分析し、相互理解促進モデ
ルを探究するために、以下の研究活動および
情報公開活動を行った。 
 
①シェイクスピア演劇の異文化パフォーマン
ス理論モデルを構築するために有効な参考
事例として、文献研究および観劇（実際の
観劇または視聴覚資料）により、現代日本
およびアジアにおける異文化パフォーマン
スまたは異文化コラボレーションに関して
調査・考察し、２つの論文を発表した。 
 
②平成19年8月12日－29日、連合王国出張。エ
ディンバラ国際芸術祭およびフリンジ、ロ
ンドンのロイヤル・ナショナル・シアター
およびグローブ・シアターでシェイクスピ
アの異文化パフォーマンスを調査し、その
成果を英文の報告として発表した。また文
献収集を行った。 
 
③平成19年11月22日－27日、シンガポール出
張。エスプラネイド・シアターで上演され
たタミル系シンガポール人の劇団によるシ
ェイクスピア作品の上演等を調査し、その
成果の一端を海外新潮として発表した。ま
た文献収集を行った。 
 
④ホームページを開設し、平成19－21年度科
学研究費補助金交付研究に関して、研究課
題、学術的意義、当該研究の学術的背景・
特色・独創的な点および予想される結果と
意義、平成19年度の研究活動等を写真も入
れて公開した。（平成19年度は主に日本語
版。） 
  なお、平成20年3月16－21日開催のオック
スフォード円卓会議（テーマ：Women in the 
Modern World: The Struggle for Equality
）に招待されたので、3月19日に口頭発表を
行った。シェイクスピアの異文化パフォー
マンスに直接の関係はないとはいえ、世界
各地でジェンダーを代表とする異文化相互
理解がますます必要とされることを再認識
する良い機会となった。 
 
（２）平成 20年度の研究成果 
世界各地のシェイクスピア演劇の上演を相
互理解促進に資する異文化パフォーマンスの
視点から重点的に分析し、相互理解促進モデ
ルを探究するために、以下の研究活動および
情報公開活動を行った。 
 
①シェイクスピア演劇の異文化パフォーマン
スのモデルを構築するために有効な参考事
例として、文献研究および観劇（実際の観
劇または視聴覚資料）により、現代日本、
ヨーロッパ、アジアにおける異文化パフォ
ーマンスまたは異文化コラボレーションに
関して調査・考察し、以下のように、2本の
論文を発表し、2本の口頭発表を行った。 
 
②平成20年7月8日－16日、ハンガリー共和国
出張。ジュラ城砦劇場第4回シェイクスピア
祭を実地調査しその成果を英語の論文と日
本語の海外新潮として発表した。  
 
③平成20年9月9日－13日、中華人民共和国出
張。連合王国ノッティンガム大学寧波キャ
ンパスで開催された国際シェイクスピア会
議に招待され、本研究に関連する口頭発表
を行った。 
 
④平成20年9月23日－28日、台湾出張。国立台
湾大学で開催された国際シェイクスピア会
議に招待され、円卓会議で本研究に関連す
る口頭発表を行った。  
 
⑤ホームページに英語版も開設し、平成19－
21年度科学研究費補助金交付研究に関して
研究課題、学術的意義、当該研究の学術的
背景・特色・独創的な点および予想される
結果と意義、平成20年度の研究活動等を写
真も入れて公開した。 
 
⑥平成21年3月26日－31日、連合王国研修。ロ
ンドンで異文化パフォーマンスの実地調査
を行った。 
 
（３）平成 21年度の成果 
世界各地のシェイクスピア演劇の上演を相
互理解促進に資する異文化パフォーマンスの
視点から重点的に分析し、相互理解促進モデ
ルを探究するために、以下の研究活動および
情報公開活動を行った。 
 
①シェイクスピア演劇の異文化パフォーマン
ス理論モデルを構築するために有効な参考
事例として、文献研究および観劇（実際の
観劇か視聴覚資料）により、現代日本、ヨ
ーロッパ、アジアにおける異文化パフォー
マンスまたは異文化コラボレーションに関
して調査・考察し、以下のように、上演研
究と国際学会で2本の口頭発表を行った。 
 
②平成21年8月15日－23日、富山県利賀芸術公
園出張。利賀国際演劇祭において本研究に
関連する国内外の上演研究を行った。 
 
③平成21年9月10日－15日、連合王国出張。ロ
ンドン大学キングズ・カレッジで開催され
たイギリス・シェイクピア学会（BSA 2009 
Conference）に参加し、本研究に関連する
口頭発表を行った。  
 
④平成21年11月25日－28日、台湾出張。国立
台湾大学で開催された第４回シェイクスピ
ア・フォーラムに参加し、本研究に関連す
る口頭発表を行った。発表内容は、プロシ
ーディングズに掲載された。 
 
⑤日本語と英語のホームページを維持し、平
成19－21年度科学研究費補助金交付研究に
関して、研究課題、学術的意義、当該研究
の学術的背景・特色・独創的な点および予
想される結果と意義、平成21年度の研究活
動等を写真も入れて公開した。 
 
（４）３年間の成果の総括 
本研究の主要な成果としては、以下の三点
を挙げることができる。 
 
①英語論文 3本、日本語論文 3本、英語口頭
研究発表 5本、日本語図書１本。 
②海外出張（連合王国４回、シンガポール１
回、中華人民共和国１回、台湾 2回、ハン
ガリー１回）、国内出張（静岡県、大阪府、
富山県、新潟県）による実地調査。 
（注）自費等による出張を含む。 
③英語と日本語によるホームページの開
設・維持 
 
①から③によって、国内外のシェイクスピ
アの異文化パフォーマンス研究の基盤を構
築することができた。しかし、特に商業劇場
のシェイクスピア上演で異文化の相互理解
  
を目指すことは容易ではなく、それより「文
化的差異を味あう」という形式での相互理解
を目指す方が現実的であるという認識を深
めたので、今後は、この視点から研究課題を
発展させる必要がある。 
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